
☆天文の基礎知識一斉嵩か滝こる薪と起こらない満月

・今月(11月)鳩目の月は満月で、

月が東の空に昇り出て間もなく、そ

の一部が欠ける部分月 食が

簸綾」(窯;1明のおもな

反窯業詣撥嵩
その一部、又は全部が欠ける

のが月食です。満月はほぼ毎

月1回あるので、1年に12へ

13回ありますが、今年月食が起

こるのはそのうち5月26日と今

月19日の2回だけです。

このように、月食が起こるの

は必ず満月の日ですが、満月

のたびには月食が起きません。
いつしゆう こうどう かこ

それは、太陽が1年かかって地球を一周するように見える黄道によって囲まれた平面と、月が地

球を回る白道によって囲まれた面とが重ならないで約5oくらい離れていることと、満月になる時、

太陽が黄道上のどこにいて、月が白道上のどこにいるかによります。そのおもな例を示したのが上

の図で圭事体的なことを平らな紙に書いた図を見ても分かりにくいですが、よく理解するようにしてください。

鶉1 0月の活動レポート

《義蒜謙譲撥弘前市ロマントピア天文台へ》
てんもんだい

10月2日(土)、夕方黒石を出発し、バスの中では恒例

の天文クイズを高校生のリーダーが出題。天文台では、

① 40 。Ⅲ大童憲鏡で藁鎧などを観察、②展示コーナーの兄
かんきっ てんじ

学と体験、 ③野外での星空観察の3班に分かれて活動し、

なんとか晴れ間から金星、土星、木星などを観察するこ

とができました。いっもの小型望遠鏡とちがいそのでっ

かさにびっくり。岩木山から飛んできた国際宇宙ステー

ションも見ることができました。晴れてよかったですね。

《今年最後の星を見る会に20人参加〉

10月9日(土)の夜、 2021年最後となる星を見る会が

黒石東小学校の校庭で行われました。天気はうすぐもり

でしたが、しまもようが3本見えた木星とその衛星4個、

リングがとても美しい土星などを、望遠鏡が多かったの

でゆっくり観察。このほか、すぼる星やアンドロメダ銀

河も双眼鏡で楽しみました。当会メンバーによる「おもし
ばしそらかいせつ さいご ぶぶんナっしよく せつめい

ろ星空解説」。最後は、11月19日の部分月食について説明

してしめくくりました。来年も4月からの開催予定です。

「っぎは木星を」と解説員が40 。皿望遠鏡を難

20 c皿望遠鏡では惑星のようすがくわしく分かります


